
 

○今後の街づくりの進め方 

・「地区街づくりの会」では、地区周辺の将来の街

づくりに向けて、街づくりを検討するうえで必

要となるテーマを設定し、ご議論いただきまし

た。 
・次回の第４回街づくりの会では、これまでご議

論いただいた内容を整理し、地区の将来のあり

方等について、会としての街づくり方針案を取

りまとめます。 
 
※街づくりの会の新規会員募集は行っており

ませんが、会を傍聴することは可能です。

傍聴を希望される方は、当日会場へお越し

ください。（人数が多数になった場合はご入

場いただけない可能性もありますがご了承

ください。） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平素より世田谷区の街づくりにご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

去る平成２１年１１月２８日（土）の午前中に、『第３

回 東名ジャンクション周辺地区街づくりの会』を開催

しました。 

当日は、２０人の方に参加いただき、テーブルに分か

れて意見交換を行っていただきました。今回の検討テー

マは『安全・安心な街づくり』、『誰もが移動しやすい街

づくり』でした。これらのテーマに関して、地区の課題

の再整理、地区の目指すべき将来像、将来像を実現する

ための方策について活発に議論を交わしていただきまし

た。（各テーブルでの意見交換の様子はP.2～3をご覧く

ださい） 

 
 
 
１１月下旬から１２月初旬にかけて、「地区街づくり

の会」に参加いただいている方はもちろん、より多く

の方から地区の街づくりについて、お考えやご意見を

伺うため、「地区街づくりアンケート」調査を実施しま

した。 

今回お寄せいただいたご意見等もあわせて、地区の

街づくりに反映させていきたいと考えております。 

なお、アンケートの結果の概要については、次号、『街

づくりニュース第５号』においてお知らせいたします。 
 

 

 

 

 

地区街づくり計画の策定など 
街づくりに向けた取組み 

第１回 
平成２１年 
９月２６日（土） 

第２回 
１０月３１日（土） 

第３回 
１１月２８日（土） 

第４回 
平成２２年 
１月３０日（土） 
午前９時半～ 
於：砧南小学校 

ランチルーム 

○会の進め方 
○話し合いのテー

マについて 

○テーマの検討①

○テーマの検討②

○とりまとめ 
○今後の取り組み

について 

アンケート 
調査の実施 
（１１～１２月）

■ 街づくりに関するご意見・お問合せ先 

世田谷区砧総合支所街づくり課   （担当：海津
かいづ

・笹見・杉岡） 

【住 所】〒１５７－８５０１ 世田谷区成城６－２－１ 

【電 話】３４８２－１３０１ 【ＦＡＸ】３４８２－１４７１ 

【回収状況】（１２/２１現在） 
配 布： 3,107通（地区外権利者含む） 

回 収：  559通 

回収率：  18.0％ 

地域の方と地域をよくするためのコミュニケーションが取れる良い

機会となった。今後も何かしらの形で継続することも検討してほし

い。また、ここで出た皆さんの意見が反映されていく過程を示して

ほしい。今回の取組みを絶対に無駄にしないでほしい。 

いろいろな意見やアイデアがあっても外環の計

画の方向性が見えないことがネックとなってお

り、道路の話は議論が深まらない。 

街づくりのことを考える上で、外環のことが中心となってしまうが、

子供たちの将来を考えていきたい。 

街づくりは、道路づくりだけでなく、道路建設に伴う自

然環境、景観への影響、公害など、ハード、ソフトあわ

せて考えていきたい。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・安全安心に暮らせる街 

・ボランティア精神に基づくよい街 

・安心して子育てできる街 

・通過交通のない安心な街 

・防犯カメラの設置（助成等を含めた検討） 

・狭あい道路の改善（幅員５～６ｍ化） 

・交差点に隅切りの設置（見通し確保） 

・電線の地中化の検討 

・歩行者・車の通る道のメリハリをつける 

・子供たちを地域で守る取組み（パトロール） 

・自転車マナー教室の実施（全ての利用者対象） 

・取り掛かれるものから少しずつただちに行う 

・行き止まりのない街 

・誰もが安全に通行できる道路があ

る街 

・高齢者や車イスが移動しやすい街 

・地域内の歩行者ネットワークが確

立した街 

・狭い道路を通行できるミニバスの運行 

・公園等をつなぐ散歩ネットワーク 

・カーシェアリング（渋滞緩和対策として） 

・地域外へのアクセス（外環バス停の設置検討） 

・歩道のない狭い道路の白線塗布 

・公共交通の定時制確保 

・バス優先道路の設置 

▲歩道が少ない 

○野川の管理用通路（散歩によい） 

▲地区内の幹線道路が未整備 

○バス路線が便利 

▲通学路の安全性確保が必要 

▲車イス・ベビーカーが通行しにくい 

第３回街づくりの会の検討テーマは『安全・安心な街づくり』と『誰もが移動しやすい街づくり』です。 

グループに分かれて、テーマごとに、課題の整理、将来あるべき姿、あるべき姿を実現するための具体的な

方策・アイデアについて意見交換を行いました。（紙面の都合上ご意見の一部の紹介とさせていただきます） 

ここが危険なんだよ 

▲狭い道路が多く消防車が侵入できない 

○電柱が道を狭くする反面、人の安全を確保 

○農地が多く災害時に避難しやすい 

▲地区内に死角がある（事件が発生） 

▲狭い道で通過交通が多い 

▲自転車のマナーが悪い 

○近隣との連携感が保たれたコミュニティ 

○地元消防団が活躍している 

こうしたらどうだろう？ 

普段歩いているとね・・・ 

通学路なんだけど、交

通量が・・・ 

このようなアイデアが

でました 

この点が重要だという

意見がでました 




